
 

2009年 3月 23日 

セブン-イレブン、イトーヨーカドー、ヨークベニマル、ヨークマート 

グループ各社で販売したエコバッグ収益金の一部で 

排出権を取得。日本政府へ無償譲渡（寄付） 

京都議定書に基づく日本の温室効果ガス削減に貢献！ 
 

株式会社セブン&アイ・ホールディングス（東京都千代田区、代表取締役社長 最高執行責任者 

 ＜COO＞：村田紀敏）では、2008年1月よりオリジナルのエコバックを販売しております。 

このエコバッグは収益の中から 1枚当り「5円」を、国連で承認された温室効果ガス削減プロジェクト

による排出権の取得に用い、日本政府（※）へ無償譲渡（寄付）する計画で販売を開始しました。 

販売開始後1年を経過し、この度、2009年2月27日付けで 500ｔ-CO２の排出権を、日本政府に無

償譲渡いたしました。 

日本政府に無償譲渡（寄付）することで、世界が目指す京都議定書に定められた、日本の温室効果

ガス排出削減目標遵守に貢献することになります。 

※日本政府の温室効果ガス排出量の削減を推進する取り組み「チームマイナス6％」に貢献します。 
 

1.排出権    インドのタミル・ナドゥ州における風力発電プロジェクト 
         IN-000-000-027-989-445～IN-000-000-027-989-944 

 
2.譲渡量    500t-CO2 

 
3.購入方法  三菱 UFJ信託銀行を通じ信託受益権として購入 

 
4.交付先     日本国 （割当量口座簿 償却口座） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


